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●コロナ禍における教育訓練実施
・オンライン会議を利用し社内で研修を行う。
・税関・関係団体が開催するオンライン研修への参加とその資料を活用する。
・保税業務に関する資料を回覧し各自学習する。
●なぜ教育訓練が必要なのか？
・保税業務における非違の主な原因は知識の欠如、確認不足、思い込み、
連絡引継不足、慣れなどのヒューマンエラーが多くみられます。これを防止
するには定期的な教育訓練で気を引締めることが大変重要です。
・自社のCP、業務手順書などを再確認する機会です。
・新任者の方々は保税に関する知識を学習するチャンスです。

コロナ禍での皆さんの職場におかれましては、テレワークやソーシャルディスタンスの確
保等、新型コロナウイルス感染防止に工夫され保税業務を行っていると思います。
また、CPに規定される内部監査や教育訓練の実施について、人を集められずにお困
りではありませんか？
ここでは、適正な蔵置場運営のため、実施方法の一例をご紹介します。

●コロナ禍における内部監査実施
・オンライン会議を利用し担当者からヒアリング、共有機能で書類監査を行う。

・必要書類を内部監査人へ郵送し、担当者から電話でヒアリングを行う。
・現地確認については人が少ない時間帯に最小限の人数で行う。
●なぜ内部監査が必要なのか？
・法令に定められた義務規定や許可条件の遵守、履行状況を検証する。
・貨物管理・税関手続を適正に履行し得る体制にあることを確認する。
等のために必要となります。
また内部監査人が問題点や不適切な業務等について、改善のための
助言・勧告を行い周知することで従業員の知識向上にもつながります。

内部監査実施の一例

教育訓練実施の一例




